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訪問看護における情報収集端末の基礎研究
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1.はじめに

訪問看護においては訪問先での処置内容を看護師自身

が記録する必要がある.現在,この作業は主として手事き

によって行われているが, 限られた時間内で看護作業を進

めながら同時に記録を取ることは繁雑である.

そこで我々はこうした職務内容に関するデータを管理

する支援システムの開発を進め,特に訪問先での滞在時間

と訪問時の移動経路を自動記録するシステムの開発を行

っている. ここで滞在状況を把握するセンサとしては,

GPS (Global Positioning System) , RFID (Radio Frequency

Identification) ,可視光通借[1]による正確な位置把握と情報
交換用共通インターフェースの開発を目的としている.

そこで今回は, 装置開発の第一段階として GPS を用い

たシステムの基本動作について解説する.

2.方法

システム利用者はGPS受信機(GARMIN製: geko301)
を携帯し,常時受信の設定で建物を出入りする.ここで

GPS　からの信号はNMEA (National Marine Electronics

Association)フォーマット[2]で受倍する.測定では,緯度

経度から移動経路と訪問先を推定し,受信衛星数が0の場

合は屋内にいると判定し, 0以外は屋外にいると判定する.

建物滞在時間は進入一退出時刻の差から求める.

出入りした建物を特定するために,建物座標を定義する.

この場合,建物を出入りする際にGPS信号が不安定な状

態となり,数mから十数mの誤差が生じてしまう.そこ

で建物の識別領域に余裕を持たせ,緯度経度ともに士0.02

分(約80mの拒離に相当)の幅を持たせることとする.

すなわち,一辺約80mの正方形が建物領域となる.

3.結果

GPS受借機とPCを携帯し新潟大学構内を歩行した際の

移動経路を図1に示す.図1の①は出発地点の情報理工棟,
②は総合教育研究棟, ③は教育人間科学部, ④は体育館,
⑤は工学部正面玄関をそれぞれ表している.次に,図2

に受信データから移動経路を描画した結果を示す.ここ
では,移動経路に沿った位置情報が得られたが,一部建物

間で情報の欠落が見られた.図3に,受信データから訪問
先と滞在時間を求めた実行結果を示す.左から順に訪問し

た建物名,出入り状況,時刻(時:分:秒)が表示されて
いる.建物の退出時刻の後に,滞在時間が表示されている.

4.考察・まとめ

訪問看護のための情報端末開発の基礎研究として,移動

経路把握実験を行った.その結果, GPS受信機を携帯し常

時データを取得することにより,防問先と滞在時問を記録

する基本システムの動作を確認することができた.ここで,

測定データの記録は,簡便なテキスト形式を使用した.

今後,記録方式については,計測結果をデータベース化

することにより,月単位の記録といった経時的な看護記録

自動管理システムを開発する予定である.
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図1実際の移動経路

図2　GPSによる移動経路測位結果

建物番号建物名出入り状況時刻(時:分:秒)
①'惰柑里エtfOUT1054:34

②.葺合教那珂完硬IN105734
】.結合教育研究輔OUT1059:24
-清在鴫闇001〕1:50-

③,教育人闇科学含PINll:01:26
i竺真金甑=?spOUT110302
0001:36-

④j体育館INll:05.18
】捲首相OUT110704
1づ蒜在喝闇0001-46-

工学部正面玄関IN 1 l‥0952
工学部正面三間OUT ll:ll:06
-清在時闇0001 14-

①再興軍手捕　m ll:12:52

図3　訪問情報表示結果

次に,実際のGPS測位においては,建物の出入りの際

に受信衛星数が低下し,正確な現在地の特定が困難な場合

があった.そのため,今回は建物の識別額城を広く取るこ

とにより誤差を抑える方法を用いた.今後はRFIDや可視

光通信などを利用した複数のセンサを組み合わせる測定

方法を検討する予定である.
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